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【緒言】液晶レンズは、レンズパワーや口径等の性能を向上するため、

これまでに様々なレンズ構造が提案されてきた。近年では高抵抗層

と輪帯電極を有する液晶レンズの研究が盛んになっている[1]。特に、

図１に示すようなフレネル構造を有する液晶レンズの性質は、レン

ズの大口径化が可能となるため特に優れていると報告されている[2]。

一方で、電圧印加時における液晶層のリタデーション勾配が鋸歯状

勾配から外れると散乱が生じ、これはレンズの光学特性向上におけ

る課題となっている。本研究ではフレネル型液晶レンズを作製し、リ

タデーション勾配の実験的な観察のために偏光顕微鏡を用いた干渉

縞観察を行った。 

【実験】パターン ITO電極上に絶縁層（SiO2）、高抵抗層（ZnO系材

料）を RF スパッタリング法により成膜し、一様配向処理

（AL1254,JSR）をしたサンドイッチセルを作製した。液晶（5CB）を

注入し、電極 1と電極 2に周波数 10 Hzの実効値の異なる矩形波交流

電圧を印加した。 

【結果と考察】図 2は高抵抗層の抵抗値の異なる液晶レンズの偏光

顕微鏡像で、その抵抗値は（a）701 GΩ、（b）30.7 GΩである。セル

に電圧を印加すると液晶層内の液晶分子が立ち上がり、干渉縞が観

察される。図２（a）の素子では、干渉縞は電極 1から中心に向かっ

て約 200 µm広がることに対し、図２（b）では約 400 µm広がって

おり、高抵抗層の抵抗値が高い場合は電極近傍にしか干渉縞が発生

しない。これは、高抵抗層の抵抗が高くなると電圧を印加した際に

高抵抗層内を電荷が移動できず、電極から遠方の領域まで電界を形

成することができないためであると考えられる。このことから、高

抵抗層の抵抗率をより低くすることにより電極間全体にわたって電

界を形成でき、干渉縞の発生が期待できる。抵抗値が調整された高

抵抗層を有する素子の作製と、光学特性評価を推進中である。 
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Fig.1 Top view and cross-

sectional view of the 

Fresnel structure 

 

Fig.2 Optical microscope 

image of Fresnel 

lens（λ=540 nm） 

(a) HR Layer: 701 GΩ 

(b) HR Layer: 30.7 GΩ  
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